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表 1 国内外における発電方式別の主要な発電所の一覧 

 
（一般社団法人火力原子力発電技術協会「地熱発電の現状と動向」をもとに作成） 

 

1.2.2 熱の直接利用の導入事例 

温泉熱を活用したトマト栽培  

北海道の壮瞥町幸内地区では地熱（温泉熱）を利用した温室でトマトを栽培し、オロフ

レトマトとして販売している。壮瞥町幸内地区の弁景温泉では、65℃の源泉が毎分 1t 自噴

しており、この温泉熱に着目した壮瞥町は資源エネルギー庁の事業を活用し、野菜生産団

地を整備した。 

ハウスの加温に化石燃料は一切使われておらず、発電に利用しなかった熱水をハウス地

表に整備したポリチューブに通すことで、ハウス内を暖房している。日中、氷点下 10℃以

下であってもハウス内は 13℃に保たれている。 

平成 21 年度現在、越冬型ハウス 28 棟で栽培をしており、北海道では通常トマトが店頭

に並ぶのは 4 月頃であるが、道内で最も早い 2 月中旬から出荷することが可能となってい

る。 

 

1.2.3 熱電併給の導入事例 

高温の地熱資源を発電に利用するだけでなく、発電後に温度が低下した地熱資源の熱を

温度の低下に応じて、何段階にもわたって他の用途に利用する熱電併給に取り組んでいる

発電所も存在する。熱電併給によって、熱効率及びコスト効率の向上が期待される。 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式

ド
ラ
イ
ス
チ
ー
ム

方
式

バ
イ
ナ
リ
ー
方
式

国内 国外

【発電用】
• 森発電所（北海道、D）
• 澄川発電所（秋田県、S）
• 葛根田発電所（岩手県、S）
• 上の岱発電所（秋田県、S）
• 鬼首発電所（宮城県、S）
• 柳津西山（福島県、S）
• 八丈島発電所（東京都、S）
• 滝上発電所（大分県、S）
• 八丁原発電所（大分県、D）
• 大岳発電所（大分県、S）
• 大霧発電所（鹿児島県、S）
• 山川発電所（鹿児島県、S）

【自家用】
• 大沼（秋田県、S）
• 杉乃井ホテル（大分県、S）
• 九重観光ホテル（大分県、S）
• 霧島国際ホテル（鹿児島県、S）

• Wairakei（ニュージーランド、D）
• Ohaaki（ニュージーランド、D）
• Krafla（アイスランド、D）
• Svartsengi（アイスランド、S）
• Reykjanes（アイスランド、S）
• Nesjavellir （アイスランド、S）
• Tongonan（フィリピン、S） 等

• 松川発電所（岩手県）
• The Geysers（米国）
• Larderello（イタリア）
• Kamojang（インドネシア） 等

• 八丁原バイナリー発電所（大分県）
• Kawerau（ニュージーランド）
• Svartsengi（アイスランド）
• Husavik（アイスランド）
• Tongonan（フィリピン） 等

S：シングルフラッシュ、D：ダブルフラッシュ
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